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製品の品質向上 ( 不良ゼロ ) に向けた
課題の抽出と標準化への道筋作り 兵庫県加古郡
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合成樹脂を用いた多孔質製品の製造。
医療機器をはじめ、各種装置向け部材と
して展開。

現職のキャリア支援業務の一環として、ひょうご専
門人材センターを訪問した際に、現場プロジェクト
型中小企業支援を目的とした課題抽出プロジェクト
を知り、自身が培って来た経験や知見を役立てるこ
とができると応募し、当社を紹介されました。長く
メーカーの営業に携わった経緯から、モノ作りの観
点で製造、営業、財務そして最も重要な商品と顧客
について、当社の皆様と同じ目線を共有できたと考
えております。未だ道半ばですが、一緒に歩んで行
けたらと思っています。

製造部の各リーダーを中心に日頃 社員の皆さんが
業務上や社員間で感じている問題や疑問を募って
貰った所、夫々が個で考えていた事が、実は全員
が同じ様に考えていた事が判明し、再認識して貰
いました。これを共通課題として優先順位を付け
て、如何に解決志向で取り組んで行くかをリーダー
主体で夫々の考えを出して頂いているミーティン
グ風景です。

現場の課題は現場のリーダーが中心となり、ボトム
アップ型で進めるべきと考えていましたが、吉永氏の
卓越したファシリテーションによって、うまくその土
台を作れたと感じています。リーダーたちも、最初は
具体的に何をすれば良いのか分かりかねている様子で
したが、自分の感じている課題が他のリーダーも課題
としていることが見えるようになるにつれ、「何をす
れば良いか」を自分の立場で考えられるようになって
きました。中小企業は従業員同士の距離が近い分、ボ
トムアップが難しい場面もありますが、プロ人材が渦
中に入り、良い意味で「かき回す」ことによりダイナ
ミックな変革が起きうると思います。

YKK ㈱に 41 年間営業職として在籍。香港、
中国、インドネシアに通算 28 年間海外赴任。

主な経歴：

代表取締役

役職名： キャリア支援担当

吉永 寛治 氏

年　齢： 65 歳
家族構成：妻
出身地： 還流ルート：東京都 転居なし
業務遂行手段： 遠隔業務と月数回の対面会議

当社は「多孔質樹脂」という製品を 50 年に渡って製造していますが、同業が国内でも数社しかないニッチ分
野ということもあり、大手メーカーをはじめお客様からの注文は比較的堅調に推移しています。一方、数年前
から若手の製造作業者が増えた結果、人による製品品質のバラツキ ( 属人化 ) が課題となっていました。作業
マニュアルはあるものの、細かい手順やコツ・注意事項などがきちんと教育されていませんでした。そうした
事項はその人任せになっていて、人によるバラツキを生みました。その結果として作業者の我流が入ってきて
製品の品質低下に繋がりかねませんでした。 現在は新規引き合いも増えており、今後の増産も予想される中、
こうした状況を抜本的に改善し、「強い現場力」を獲得したいと考えました。

受注は堅調ながら、製品の品質が現場作業者に依存する傾向

製造工程における属人化をなくしていく為に、まず必要なのは現場監督者 ( リーダー ) たちが課題を共有する
ことでした。ただ、これらの課題は、実は日頃から監督者たち自身が薄々感じていたことばかり。業務に追わ
れて改善策を講じることができないまま、人による品質のばらつきが温存されてしまった状況でした。ミーティ
ングを通じて各々が業務上の問題点を挙げていく内、「人による品質のばらつき」という問題意識をそれぞれ
のリーダーが共通して抱いていることが見えてきました。「それなら、これを機に抜本的な改善策を施してい
こう！」ということで意見が一致し、作業手順の「標準化」へ向けたプロジェクトが始動。各作業者任せだっ
た細かい手順やコツを言語化し、社内教育を整備していくことになりました。

リーダーたちが抱える課題の見える化と問題意識の共有

製造現場の各リーダーへのヒアリングで、彼らがモノ作りで最も気遣い、且つ維持に苦労しているのが　「品質」
であった為、この点を切り口に「何故？」と問い掛けながら、会話を進めると品質以外の生産管理等の様々な要
素も表れて来ました。これはそれまでは個々の社員は既に気付いていましたがいたが 、全体として共有化を図れ
て おらず、個人で対応に苦慮していたのが実態だったと思います。今回全員の共通課題として、優先順位を付け、
且つ夫々が役割分担し、改善策をボトムアップ型の提案、そして実行する事を全員で了解のうえ、決定して貰い
ました。今後はこの活動を続ける事で最終的に生産性向上、商品付加価値化、そして顧客満足度向上を達成し、
事業拡大へ繋げて行けたらと考えてます。 

社員全員が抱く喫緊の課題抽出と対応策の検討

東 繁徹 氏

トーメイ工業株式会社53 兵庫県


